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はじめに 

 

2004 年 7 月 13 日信濃川下流域の主要な支川である五十嵐川（いからしがわ）と刈谷田川

（かりやたがわ）流域で梅雨前線の接近に伴う豪雨があり、両川で増水し、五十嵐川で１

箇所、刈谷田川で 6 箇所の破提が生じた。特に五十嵐川の三条市諏訪新田地内と刈谷田川

の中之島町中之島地内の破提箇所により大洪水氾濫が発生し、三条市、中之島町などで大

きな水害となった。通称「7.13 水害」と呼ばれるこの水害を「7.13 新潟豪雨災害」あるい

は「7.13 豪雨災害」と呼ぶことにする。 

新潟県のまとめでは、三条市と中之島町を中心に死者 15 人、重軽傷者 3人、全壊・半壊

家屋 5,424 棟、住家の床上・床下浸水 8,295 棟、公共施設その他の非住家被害 6,974 棟、

道路被害、河川被害、崖崩れ等がそれぞれ、2,727 箇所、950 箇所、1,904 箇所の大災害と

なった。新潟県において大規模な破堤が生じたのは昭和 42 年の羽越（うえつ）水害以来で

ある。 

 長岡技術科学大学は被災地に近いことから、これらの災害の調査を行い、今後の防災対

策に資することを目的として、平成 16 年 7 月 13 日新潟豪雨災害調査団を結成した。調査

団は気象、水文、河川、地盤、社会基盤計画、リモートセンシングの専門家により構成さ

れ、主として工学の立場から 7.13 豪雨災害の特徴を明らかにしたいと考えた。調査団の一

部は金沢大学の玉井信行教授を団長とする土木学会の調査団、新潟大学の大川秀雄教授を

団長とする地盤工学会の調査団のメンバーでもある。土木学会の調査では、刈谷田川を長

岡技術科学大学が、五十嵐側を新潟大学が担当することとなった。したがって、本書では、

刈谷田川を中心に、7.13 豪雨災害の様子を述べることとする。 

本調査団は、地元の大学である長岡技術科学大学に所属するさまざまな専門家から構成

されており、住民に近い立場から調査分析を試みている点が調査団の特徴といえる。ここ

にこれまでの調査・分析結果をまとめた報告書を作成した。五十嵐川、刈谷田川の今後の

防災対策の一助となれば幸いである。 

  

 


